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「鑑賞の授業づくりのポイント」ということで

まずは音楽科鑑賞の構造について説明して頂き

ました。 

 

 鑑賞指導における教育内容について①音楽の

雰囲気や情景 ②音楽を形作っている諸要素 

③その音楽に関する知識、作曲家に関すること

の３つにまとめて確認をしました。 

 

 その後音楽科鑑賞指導のポイント５つを確認

しました。 

 

 A～Dグループに分かれ、小学校はチャイコフ

スキー「くるみ割り人形」・フランク作曲「ヴァ

イオリンソナタ」中学校は宮城道雄作曲「六段」・

ロドリーゴ作曲「アランフェス協奏曲」について

実際にグループで具体的な指導ポイントを洗い

出し、授業の構想を作成しました。 

 


